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消
防
団
の
現
状
と
課
題

　
　
　

―
共
助
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
衰
退
を
食
止
め
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
―

永　

田　

尚　

三　

（
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
准
教
授
）　

　
　

一　

は
じ
め
に

　

消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
住
民
防
災
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
消
防
団
員
の
高
齢
化
や
消
防
団
員
数
の
減
少
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
八
年
時
点
で
九
七
万
人
で
あ
っ
た
消
防
団
員
数
が
、
平
成
二
四
年
現
在
八
七
万
人
に
ま
で
減

少
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
都
市
部
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
や
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
で

農
村
地
域
の
若
者
が
近
隣
都
市
に
昼
間
は
働
き
に
出
て
し
ま
う
と
い
っ
た
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
な
か
な

か
そ
の
解
決
が
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
総
務
省
消
防
庁
も
、
女
性
消
防
団
員
を
増
や
し
た
り
、
機
能
別
分
団
・
機
能
別
団
員
の
制

度
を
創
設
し
て
入
団
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
団
員
数
を
増
や
す
試
み
を
し
て
い
る
も
の
の
、
根
本
的
な
解
決
に
は
繋
が
っ
て
い
な
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い
。

　

さ
ら
に
そ
の
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、
東
日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
、
宮
城
、
福

島
の
三
県
で
、
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
消
防
団
員
は
計
二
五
三
名
に
上
る
。
内
八
割
が
住
民
の
避
難
誘
導
や
救
助
活
動
中
に

被
害
に
あ
っ
た
。
現
在
、
消
防
団
員
の
安
全
管
理
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
、
消
防
団
の
死
亡
者
が
多
か
っ
た
岩
手
県
宮
古
市
と
釜
石
市
に
お
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
①

消
防
団
の
危
険
リ
ス
ク
判
断
や
、
消
防
団
の
装
備
の
決
定
、
消
防
団
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定
を
す
る
過
程
で
、
現
場
活
動
の

専
門
家
が
加
わ
っ
て
意
思
決
定
を
す
る
シ
ス
テ
ム
が
無
く
、
安
全
管
理
に
関
し
て
素
人
の
市
職
員
が
決
定
し
て
い
た
現
状
や
、
②

安
全
管
理
に
つ
い
て
消
防
団
が
意
見
を
表
明
す
る
場
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

安
全
管
理
の
素
人
の
市
職
員
に
、
消
防
団
活
動
の
危
険
性
の
是
非
や
装
備
の
妥
当
性
の
判
断
は
出
来
な
い
。
ま
た
現
場
か
ら
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
の
意
見
表
明
の
場
が
な
け
れ
ば
、
危
険
性
を
把
握
改
善
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
本
研
究
で
は
、
行
政
機
関

の
消
防
団
管
理
の
実
態
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
　

二　

問
題
の
所
在

　

１　

消
防
団
の
必
要
性

　

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
消
防
団
の
社
会
的
必
要
性
、
ま
た
何
が
問
題
な
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
が
想
定
し
て
い
た
、
被
災
地
市
町
村
の
行
政
機
関
を
中
心
に
し
た
災
害
対
応
の
限
界

が
明
白
に
な
っ
た
。
本
来
、
被
災
住
民
を
救
助
す
べ
き
行
政
機
関
が
津
波
で
機
能
不
全
に
陥
り
、
助
け
る
側
か
ら
助
け
ら
れ
る
側
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に
回
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
表
1
、
図
表
2
）。
大
勢
の
行
政
職
員
が
亡
く
な
り
、
全
国
の
行
政
機
関
か
ら
の
広
域
応
援
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
災
害
対
応
で
は
、
自
助-

共
助-

公
助
と
い
う
概
念
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
公
助
だ
け
で
巨
大
災
害
に
対

応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図表 1　津波で大破した陸前高田市の消防署（撮影：永田）

図表 2　津波で大破した岩手県南三陸町の防災庁舎（撮影：永田）
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公
助
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
部
分
は
、
共
助
で
補
完
せ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
地
域
防
災
に
お
い
て
そ
の
要
と
な
る
の
が
消
防
団
で
あ
る
。
無

論
、
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
は
、
消
防
団
以
外
に
も
様
々
な
ア

ク
タ
ー
が
存
在
す
る
（
図
表
3
）。

　

自
治
会
、
事
業
所
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
、
児
童
委

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
育
成
協
議
会
、
防
犯
協
会
等
で
あ
る
。
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
概
念
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
、
淡
路
で
全
壊

し
た
家
屋
か
ら
の
被
災
者
の
救
命
率
が
高
か
っ
た
原
因
が
、
地
域
住
民

間
の
日
常
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
地
域
で
は
、
通
常
か
ら
地
域
住
民

の
交
流
が
盛
ん
で
、
地
域
住
民
が
被
災
者
の
普
段
寝
て
い
る
場
所
ま
で

知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
捜
索
・
救
助
活
動
が
可

能
だ
っ
た
こ
と
で
、
救
命
率
が
向
上
し
た
の
で
あ
る

（
1
（

。

　

こ
れ
ら
地
域
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
連
携
・
協
力
・
役
割
分
担
が
、

地
域
の
災
害
対
応
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
正

に
共
助
の
部
分
を
請
け
負
う
の
が
、
こ
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
全
国
で
阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
こ
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

図表 3　地域防災コミュニティーのイメージ（出典：神戸市 HP）

防災福祉コミュニティ

防災活動

防災訓練・講習会、防犯活動、

安全計画作成　　　　　　　など

福祉活動

友愛訪問、ふれあい給食会、

家事援助　　　　　　　　など

連　携

消
　
　
防
　
　
団

自
　
　
治
　
　
会

事
　
　
業
　
　
所

婦
　
　
人
　
　
会

Ｐ
　
　
Ｔ
　
　
Ａ

そ
　
　
の
　
　
他

防

犯

協

会

青
少
年
育
成
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ

民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会

消
防
署

区
役
所

災害時要援護者（体の不自由な方・お年よりなど）対策
地域福祉と地域防災の連携

●
　
防
災
訓
練
・
講
習
会
指
導

●
　
防
災
資
機
材
の
整
備
・
活
動
助
成

●
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

●
　
活
動
助
成
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ィ
ー
構
築
の
た
め
の
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
近
年
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
が
、防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
で
あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、「
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
事
業
を
実

施
す
る
兵
庫
県
神
戸
市
で
も
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
が
極
め
て
上
手

く
い
っ
て
い
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
り
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
が

地
域
に
熱
心
な
リ
ー
ダ
ー
が
居
る
か
い
な
い
か
の
差
で
あ
る
と
い
う

（
2
（

。
た
ま
た

ま
熱
心
な
リ
ー
ダ
ー
が
居
た
、
居
な
か
っ
た
と
い
う
運
任
せ
で
、
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
を
行
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
熱
心
な
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
の
地

域
で
は
、
消
防
団
が
組
織
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
消
防
団
に
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　

２　

消
防
団
員
数
の
減
少
と
被
雇
用
者
化

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
消
防
団
が
現
在
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
消
防
団
員

数
の
減
少
傾
向
が
止
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
団
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
若
者
が
消
防
団
に
な
か
な
か
入
団
し
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
一
般
に
指
摘
さ
れ
る
の
が
消
防
団
員
の
被
雇
用
化
で
あ

る
。
以
前
は
、
地
域
の
商
店
主
、
農
業
従
事
者
等
が
消
防
団
員
の
主
な
供
給
源

1,400,000

1,300,000

1,200,000

1,100,000

1,000,000

900,000

800,000

（人）

消
防
団
員
数

1,330,995

1,118,036

1,033,376

975,512
951,069

908,043
883,698 879,978 874,19376.5

42.8

54.5

64.4
68.2 69.8 70.5 71.0 71.6

80.0

50.0

20.0

（％）

被
雇
用
者
団
員
比
率

昭和40 50 60 平成7 12 17 22 23 24（年）

消防団員数 被雇用者（会社員）団員比率

（平成24年4月1日現在）

（備考）　1　「消防防災・震災対策現況調査」により作成
　　　　2　東日本大震災の影響により、平成23年の岩手県、宮城県及び福島県のデータについては、前年数値（平成22年4月1日現在）により集計している。
　　　　3　東日本大震災の影響により、平成24年の宮城県牡鹿郡女川町の数値は、前々年数値（平成22年4月1日現在）により集計している。

図表 4　消防団員数の減少と被雇用者化（出典：総務省消防庁『平成 24 年度消防
白書』）
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で
あ
っ
た
。
農
村
地
域
で
は
、
消
防
団
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
あ
る
。
祖
父
、
曾
祖
父
の
時
代
か
ら
代
々
、
消
防
団
員

に
な
る
の
が
男
性
は
当
た
り
前
、
消
防
団
に
入
ら
な
け
れ
ば
一
人
前
の
男
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
地
域
が
数
多
く
全
国
に

存
在
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
で
隣
町
等
へ
の
通
勤
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇

代
、
三
〇
代
、
四
〇
代
の
従
来
団
員
の
主
力
で
あ
っ
た
層
の
地
域
住

民
の
多
く
が
、
企
業
に
勤
め
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
結
果
、
昼
間
地
域
を
不
在
に
す
る
の
で
、
消
防
団
へ
入
団
し
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
図
表
4
）。

　

極
め
て
、
根
本
的
な
解
決
が
困
難
な
問
題
で
あ
る
。

　

３　

消
防
団
の
安
全
管
理

　

更
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
消
防
団

の
安
全
管
理
上
の
問
題
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ

る
消
防
団
員
の
死
者
・
行
方
不
明
者
数
は
二
五
四
名
（
内
公
務
災
害

該
当
者
数
一
九
八
名
）
に
も
上
る
（
図
表
5
、
6
）。
あ
ま
り
に
消

防
団
の
人
的
被
害
が
大
き
す
ぎ
、
公
務
災
害
補
償
で
プ
ー
ル
し
て
い

た
資
金
を
補
償
額
の
総
額
が
超
え
て
し
ま
う
計
算
と
な
り
、
そ
の
結

図表 5　津波で大破した陸前高田市の消防団車輛（撮影：永田）
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果
遺
族
に
支
払
わ
れ
る
補
償
額
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
事
態
ま
で
生

じ
た
。

　

消
防
団
員
の
死
者
・
行
方
不
明
者
の
多
く
が
、
水
門
の
閉
鎖
作
業

（
図
表
7
、
8
）
を
行
っ
て
い
て
、
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
全
般
に
退

避
ル
ー
ル
（
図
表
9
）
が
不
徹
底
で
、
ま
た
津
波
到
達
の
一
五
分
前

に
は
必
ず
避
難
を
行
う
と
い
う
一
五
分
ル
ー
ル
等
を
設
け
て
い
た
地

域
（
岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区
等
）
で
も
、
堤
防
よ
り
も
海
側
に
逃

げ
遅
れ
た
人
が
ま
だ
居
る
と
な
か
な
か
水
門
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
心

情
的
に
難
し
く
、
そ
の
結
果
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
亡
く
な
っ
た
消
防

団
員
が
多
数
い
る
。

　
「
一
五
分
ル
ー
ル
が
、
宮
古
市
田
老
地
区
の
よ
う
に
な
か
っ
た
の

で
、
消
防
団
員
は
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
よ
う
と
し
て
、
現
場

に
留
ま
り
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
消
防
魂
だ
せ
て
と
思

う
。
今
後
、
ど
う
や
っ
て
団
員
に
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
か
が
、
消
防

団
管
理
を
す
る
側
の
難
し
い
仕
事
と
な
る
と
思
う
。
が
れ
き
除
去
、

遺
体
捜
索
等
そ
の
後
の
仕
事
が
出
来
な
く
な
る
か
ら
、
逃
げ
ろ
と
い
う
し
か
な
い

（
3
（

」
と
い
う
よ
う
な
声
が
、
被
災
地
か
ら
は
聞
こ

え
て
く
る
。

図表 6　津波の被害を受けた消防団詰所跡（岩手県釜石市）（撮影：永田）
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図表 7　津波で大破した岩手県宮古市田老堤防（撮影：永田）

図表 8　田老堤防の水門（撮影：関西大学社会安全学部消防・防災行政研究室）
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ま
た
危
険
を
知
ら
せ
る
た
め
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
、
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合

に
団
員
の
命
を
守
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
装
備
も
無
か
っ
た
。

　

震
災
後
、
総
務
省
消
防
庁
は
、「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
消
防
団
活
動
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
し
、
平
成
二
四
年
三
月
に

は
、
津
波
災
害
時
の
消
防
団
員
の
安
全
確
保
対
策
を
中
心
と
し
た
中
間
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
。
都
道
府
県
を
通
じ
、
市
町
村
に
お
け
る
津
波
災
害
時
の
消
防
団
活
動
・
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
地
域
ぐ
る
み
の
津
波
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
を
推
進
す

る
よ
う
通
知
し
た
。
ま
た
九
月
か
ら
、
災
害
対
応
指
導
者
育
成
支
援
事
業
を
開
催
し
て

い
る

（
4
（

。

　

消
防
団
員
の
活
動
中
の
安
全
確
保
の
た
め
の
装
備
の
整
備
を
支
援
す
る
補
助
制
度

（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
投
光
器
）も
、
創
設
さ
れ
た
。
た
だ
し
被

災
地
か
ら
は
、「
装
備
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
配

布
す
る
。
消
防
団
の
装
備
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
訓
練
に
来
な

い
錬
度
の
低
い
団
員
に
与
え
て
も
、使
い
こ
な
せ
な
い
と
思
う

（
5
（

」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

そ
し
て
更
に
問
題
な
の
は
、
被
災
地
で
長
年
消
防
団
が
実
施
し
て
き
た
水
門
の
管
理

事
務
が
、
本
来
は
消
防
組
織
法
等
に
定
め
ら
れ
る
消
防
団
の
事
務
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
水
門
に
は
、
①
県
管
理
の
水
門
と
②
市
町
村
管
理
の
も
の
が
あ
る
が
、
県

管
理
の
水
門
の
場
合
、
市
町
村
に
委
託
さ
れ
、
更
に
市
町
村
が
消
防
団
（
あ
る
い
は
分

①　災害発生場所（地点）までの出動（移動）時間
②　災害発生場所から直近の安全退避場所への退避（移動）時間
③　安全時間（想定外の事案発生も含めて、安全確実に退避するための予備時間。例：○○分前退避完了）
④　津波到達予想時刻までの時間

※活動可能時間が終了すれば活動途中でも退避する。

地震発生

災害の覚知 現場到着 退避開始 退避完了

①出動時間 ②退避時間 ③安全時間活動可能時間

活動可能時間＝④－（①＋②＋③）
津波到達予想時刻

図表 9　活動可能時間の判断例（出典：総務省消防庁『平成 24 年度消防白書』）
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団
）
と
海
岸
水
門
等
管
理
委
託
契
約
書
を
交
わ
し
委
託
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
市
町
村
管
理
の
水
門
の
場
合
は
、
市
町
村
が
消

防
団
と
同
様
の
契
約
を
交
わ
し
て
水
門
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
。
本
来
、
水
門
の
管
理
責
任
を
持
っ
た
県
及
び
市
町
村
が
管
理
す

べ
き
と
こ
ろ
を
、
財
政
難
で
安
上
が
り
の
労
働
力
で
あ
る
消
防
団
に
丸
投
げ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
件
に
関
し
て
は
、
被
災
地
の
消
防
団
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
、
前
述
の
消
防
庁

（
6
（

や
、
環
境
防
災

総
合
政
策
研
究
機
構

（
7
（

等
の
組
織
や
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
消
防
団
の
安
全
管
理
を
実
施
し
て
い
る
行
政
機
関
に

対
す
る
調
査
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
①
何
故
消
防
団
が
、
法
律
上
消
防
団
の
活
動
業
務
に
入
っ
て
い
な
い
危
険

な
水
門
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
②
水
門
の
閉
鎖
業
務
の
危
険
性
を
十
分
認
識
し
た
上
で
、
消
防
団
は
業
務
を
引
き

受
け
た
の
か
と
い
っ
た
消
防
団
の
活
動
上
の
安
全
を
確
保
す
る
体
制
の
現
状
及
び
課
題
は
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

　
　

三　

消
防
団
の
概
略

　

１　

消
防
団
制
度
の
概
略

　

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
消
防
団
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

わ
が
国
の
消
防
体
制
は
、
①
常
備
消
防
と
非
常
備
消
防
の
二
段
構
え
と
な
っ
て
い
る
。
常
備
消
防
と
は
、
市
町
村
の
行
政
が

二
四
時
間
体
制
で
火
災
等
に
備
え
る
体
制
で
あ
る
。
市
町
村
の
消
防
本
部
や
消
防
署
が
該
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
非
常
備
消
防
と

は
、
普
段
他
の
仕
事
を
持
っ
た
地
域
住
民
が
、
火
災
発
生
時
に
非
常
時
参
集
で
集
ま
り
消
火
活
動
を
行
う
体
制
の
こ
と
で
、
ま
さ

に
消
防
団
が
そ
れ
に
当
た
る
。

　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
な
の
で
、
完
全
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
は
な
い
が
、
報
酬
も
わ
ず
か
で
、
ボ
ラ
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ン
タ
リ
ー
な
住
民
消
防
組
織
に
限
り
な
く
近
い
組
織
で
あ
る
。
た
だ
、
万
が
一
活
動
中
に
死
傷
し
た
場
合
は
、
公
務
災
害
補
償
の

支
給
対
象
と
な
る
。

　

現
在
、
わ
が
国
の
消
防
団
数
は
二
二
三
四
団
、
消
防
団
員
数
は
八
七
万
四
一
九
三
人
（
平
成
二
四
年
四
月
時
点
）
で
あ
る
。
な

お
わ
が
国
の
消
防
は
、
戦
後
市
町
村
消
防
制
度
が
導
入
さ
れ
た
当
時
は
、
全
国
的
に
消
防
団
し
か
な
い
地
域
が
多
く
消
防
力
を
消

防
団
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
が
、
現
在
は
市
町
村
の
九
九
・
六
％
が
、
消
防
の
常
備
化
を
し
て
い
る
。

　

２　

消
防
団
の
業
務

　
（
1
）
消
防
団
の
本
来
業
務

　

消
防
組
織
法
が
定
め
る
消
防
団
の
本
来
業
務
は
、
消
防
活
動
の
み
で
あ
る

（
8
（

。
よ
っ
て
、
常
備
消
防
の
よ
う
に
、
救
急
、
レ
ス
キ

ュ
ー
活
動
は
行
わ
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
、
常
備
消
防
の
よ
う
な
被
災
地
へ
の
広
域
応
援
を
消
防
団
が
行
っ
て
い
な
い
の

は
、
基
本
的
に
消
防
団
は
レ
ス
キ
ュ
ー
の
技
術
や
装
備
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
し
て
や
防
犯
活
動
は
行
わ
な
い
。
た
だ
現
在
、
行
政
の
防
犯
対
策
へ
の
国
民
の
要
望
は
、
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
消
防
団
に
防
犯
活
動
を
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
一
部
で
聞
こ
え
る
。
地
域
住
民
が
車
で
地
域
を
巡
回
す
る
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
制
度
導
入
時
に
は
、
消
防
庁
と
警
察
庁
の
間
で
見
解
の
相
違
も
生
じ
た
。
当
初
警
察
庁
は
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
を

消
防
団
員
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、そ
れ
に
消
防
庁
が
難
色
を
示
し
た
。
消
防
団
の
本
来
業
務
で
は
な
い
の
で
、

活
動
中
に
万
が
一
死
傷
し
て
も
、
公
務
災
害
補
償
の
対
象
外
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
最
終
的
に
、
消
防
団
員
が
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
に
参
加
す
る
際
は
、
消
防
団
員
と
し
て
の
身
分
で
は
な
く
、
個
人
の
身
分
で
な
ら
参
加
し
て
も
良
い
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ

し
、
消
防
団
の
制
服
や
装
備
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
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本
件
に
関
し
、
二
〇
〇
九
年
に
全
国
の
市
町
村
を
対
象
に
実
施

し
た
質
問
紙
の
郵
送
調
査
で
は
、
消
防
庁
の
通
達
に
も
関
わ
ら

ず
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
て
防
犯
活
動
に
、
七
％
の

市
町
村
が
消
防
団
員
の
身
分
で
の
参
加
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
三

％
の
市
町
村
が
消
防
団
員
の
身
分
で
の
参
加
は
認
め
て
い
な
い
も

の
の
、
防
犯
活
動
へ
の
消
防
団
の
制
服
や
装
備
、
施
設
等
の
活
用

を
認
め
て
い
る
（
図
表
10
）。

　

消
防
庁
の
通
達
に
従
わ
な
い
市
町
村
が
あ
る
背
景
に
は
、
防
犯

へ
の
地
域
住
民
の
要
望
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
市
町
村
の
唯
一
の
実
働
部
隊
は
消
防
団
な
の
で
、
結
果

的
に
消
防
団
に
仕
事
が
回
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
こ
れ
ら

の
市
町
村
で
は
、死
傷
し
た
場
合
の
補
償
が
な
い
状
況
で
、防
犯
活

動
を
市
町
村
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
消
防
団
は
市
町

村
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
タ
ダ
で
使
え
る
都
合
の
良
い
組
織
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
消
防
団
の
安
全
管
理
へ
の
配
慮
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
と
い
え
る

（
9
（

。

　

た
だ
一
方
で
、
消
防
団
が
防
犯
活
動
に
近
い
こ
と
を
実
施
し
て
き
た
慣
例
が
あ
る
地
域
も
あ
る
。
例
え
ば
、
犯
罪
者
が
山
に
逃

げ
た
場
合
の
山
狩
り
に
は
、
長
年
消
防
団
が
動
員
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
祭
り
等
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
見

回
り
も
消
防
団
が
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
慣
例
と
の
整
合
性
が
曖
昧
な
所
為
で
、
一
方
が
良
く
、
一
方
が
駄
目
と
い

個人として参加
90%

制服や装備、
施設等を活用

3%

団員の身分で
参加
7%

図表10　団員はどのような身分で防犯活動へ参加しているか
（n=376）　　　　　　　　　　　　　　　
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う
こ
と
へ
の
市
町
村
の
混
乱
も
本
件
は
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
２
）
水
防
団

　

ま
た
多
く
の
地
域
で
、
消
防
団
は
水
防
団
を
兼
務
し
て
い
る
。
水
害
の
際
に
は
、
消
防
団
員
は
水
防
団
員
の
身
分
で
、
現
場
に

出
動
す
る
。
メ
ン
バ
ー
も
装
備
も
一
緒
な
の
に
、
火
災
と
水
害
で
、
出
動
時
の
身
分
が
変
わ
る
の
は
、
根
拠
法
が
消
防
団
と
水
防

団
で
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
消
防
団
の
根
拠
法
は
、
消
防
組
織
法
、
水
防
団
の
根
拠
法
は
水
防
法
で
あ
る
。
監
督
官
庁
も
、
消
防

団
は
総
務
省
消
防
庁
、
水
防
団
は
国
土
交
通
省
と
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
制
度
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
水
防
法
制
定
前
か
ら
消
防
団
以
外
に
も
水
防
活
動
を
行
う
組
織
が
存
在
し
た

こ
と
が
あ
る
。
消
防
組
織
も
、
水
防
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
他
に
も
水
害
予
防
組
合
、
水
防
具
や
水
防
団
、
水
防
組
等
の
組
織

が
、
水
利
組
合
法
、
旧
河
川
法
に
基
づ
い
て
存
在
し
た
。
水
防
法
制
定
時
、
水
防
を
消
防
組
織
に
一
元
化
す
る
議
論
が
あ
っ
た
が
、

他
の
水
防
組
織
も
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
た
た
め
廃
止
す
る
訳
に
い
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
他
の
水
防
組
織
を
、
消
防
組
織

法
で
根
拠
付
け
る
訳
に
も
は
い
か
な
い
の
で
、
水
防
法
が
制
定
さ
れ
、
水
防
責
任
者
は
水
防
管
理
組
合
と
し
、
水
防
団=

消
防

団
と
他
の
水
防
組
織
が
併
存
す
る
体
制
と
な
っ
た
。

　

た
だ
中
に
は
、
例
外
も
あ
る
。
例
え
ば
大
阪
市
の
水
防
は
、
他
の
地
域
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
大
阪
市
に
は
、
淀
川
右
岸
・
淀

川
左
岸
・
大
和
川
右
岸
の
三
つ
の
水
防
事
務
組
合
が
あ
る
。
水
防
団
員
は
、
消
防
団
員
で
は
な
く
常
備
消
防
の
消
防
局
員
が
務
め

て
い
る
。
こ
れ
は
大
阪
市
が
、
消
防
団
非
設
置
市
で
消
防
団
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

数
年
前
ま
で
、
全
国
に
は
六
つ
の
消
防
団
非
設
置
市
が
存
在
し
た
。
大
阪
市
、
堺
市
、
岸
和
田
市
、
高
石
市
、
泉
大
津
市
、
愛

知
県
の
西
尾
市
で
あ
る
。
た
だ
国
民
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
国
民
の
避
難
誘
導
役
と
し
て
消
防
団
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
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な
る
と
、
消
防
庁
は
消
防
団
非
設
置
市
の
是
正
に
乗
り
出
し
た
。
有
事
の
際
の
避
難
誘
導
役
が
居
な
い
と
困
る
か
ら
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
大
阪
市
だ
け
は
、
そ
れ
に
抵
抗
し
、
結
果
消
防
局
員
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
た
「
大
阪
市
消
防
局
災
害
活
動
支
援
隊
」
と
い
う
、

消
防
団
に
類
す
る
団
体
を
作
る
こ
と
で
、
消
防
団
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
厳
密
に
は
、
大
阪

市
に
は
消
防
団
は
な
い
の
で
、
大
阪
市
で
は
水
防
団
は
消
防
局
員
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
堺
市
も
、
消
防
団
員
は
中
心
地
域
に
は

現
在
も
い
な
い
。
二
〇
〇
五
年
に
新
た
に
吸
収
合
併
し
た
地
域
（
美
原
区
）
に
消
防
団
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
消
防
団
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　

大
阪
市
に
消
防
団
が
な
い
の
は
、
戦
前
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
消
防
組
と
行
政
と
の
関
係
が
競
争
関
係
で
紛
争
が
絶
え
な
か
っ

た
の
で
、
戦
後
消
防
団
が
設
置
さ
れ
る
と
同
時
に
任
意
設
置
な
の
で
、
設
置
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で
あ
る
。

　

３　

消
防
団
の
沿
革

　

消
防
団
の
沿
革
に
つ
い
て
も
、
概
観
し
た
い
。
消
防
団
は
、
お
そ
ら
く
わ
が
国
で
最
も
古
い
住
民
組
織
で
あ
る
。
そ
の
前
身
は
、

江
戸
時
代
の
町
火
消
で
、
明
治
に
入
っ
て
消
防
組
に
改
組
さ
れ
、
更
に
戦
時
中
警
防
団
を
経
て
、
戦
後
消
防
団
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
一
八
世
紀
の
初
め
に
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
組
織
化
さ
れ
て
か
ら
、
約
三
〇
〇
年
近
く
の
歴
史
を
持
ち
、
時
代
に
よ
り

制
度
や
名
称
は
変
え
つ
つ
も
、
あ
る
一
定
の
組
織
的
継
続
性
を
持
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　　

４　

消
防
団
管
理
事
務

　
（
１
）
消
防
団
管
理
事
務

　

本
論
に
入
り
た
い
。
前
述
の
通
り
、
消
防
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
消
防
団
と
管
理
す
る
行
政
機
関
間
の
組
織
間
関
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係
と
い
う
視
点
か
ら
、
問
題
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　

一
般
に
消
防
団
管
理
事
務
は
、
市
町
村
の
首
長
部
局
が
管
理
す
る
ケ

ー
ス
と
、
消
防
本
部
が
管
理
す
る
ケ
ー
ス
の
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
消

防
団
の
安
全
管
理
も
、
首
長
部
局
か
消
防
本
部
の
方
で
行
っ
て
い
る
。

首
長
部
局
が
管
理
す
る
場
合
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
素
人
の
市
町
村
の

一
般
事
務
職
員
が
消
防
団
の
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
点
に
問
題
が
あ

る
。

　

安
全
管
理
の
素
人
の
市
職
員
に
、
消
防
団
活
動
の
危
険
性
の
是
非
や

装
備
の
妥
当
性
の
判
断
は
出
来
な
い
。
ま
た
現
場
か
ら
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
の
意
見
表
明
の
場
が
な
け
れ
ば
、
把
握
改
善
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
た
だ
消
防
団
員
も
、
安
全
リ
ス
ク
の
専
門
家
で
は
な
い
。
仮
に

意
見
表
明
の
場
が
あ
っ
て
も
、
危
険
性
の
把
握
が
十
分
に
出
来
た
か
は

疑
問
な
部
分
が
あ
る
。

　

以
前
は
ど
こ
の
消
防
団
も
常
勤
団
員
が
お
り
、
あ
る
一
定
の
専
門
性

を
持
っ
て
消
防
団
の
管
理
事
務
（
安
全
管
理
も
含
む
）
を
団
内
で
行
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
状
況
が
変
化
す
る
切
欠
と
な
っ
た
の
が
、

消
防
常
備
化
の
進
展
で
あ
る
。
図
表
11
は
、
新
設
消
防
本
部
数
の
時
系

列
的
変
化
を
見
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
消
防
本
部
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
、

図表11　新設消防本部数の時系列的変化（備考：自治省消防庁「消防年報（平成
5 年度）」より作成）
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昭
和
二
三
年
前
後
と
昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
二
回
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
二
三
年
前
後
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
市
町
村
消
防

制
度
の
導
入
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
政
令
で
市
は
消
防
本
部
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
切
欠
と
し
て
、
わ
が
国
の
消
防
の
常
備
化
が
一
挙
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
を
契
機
に
、
常
勤
消
防
団
員
は
常
備
消
防
に
吸
収
さ
れ
、
消
防
団
の
管
理
事
務
も
、
消
防
団
の
手
か
ら
市
町
村
の

行
政
に
移
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
消
防
団
の
自
立
性
が
大
幅
に
薄
れ
、
現
在
に
繋
が
る
衰
退
傾
向
も
見
え
始
め
る
。

　

市
町
村
行
政
が
消
防
を
行
う
地
域
が
増
加
し
て
い
く
過
程
で
、
消
防
団
の
管
理
事
務
は
徐
々
に
行
政
の
仕
事
と
な
っ
た
。
行
政

が
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
防
団
の
安
全
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
が
存
在
す
る
。
ま
た
団
内
の
専
門
性
を
持
っ

た
団
員
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
も
危
険
性
の
認
識
力
が
低
下
し
て
い
る
。

　
（
２
）　

事
例
１
（
岩
手
県
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
）

　

①
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
の
概
要

　

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
は
、
宮
古
市
、
山
田
町
、
岩
泉
町
、
田
野
畑
村
を
構
成
市
町
村
と
す
る
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
。
消

防
事
務
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
三
つ
の
消
防
署
（
宮
古
消
防
署
、
山
田
消
防
署
、
岩
泉
消
防
署
）
と
、
四
つ
の
分
署
（
田

野
畑
分
署
、
田
老
分
署
、
新
里
分
署
、
川
井
分
署
）
を
持
つ
（
図
表
12
）。

　

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
一
部
事
務
組
合
で
は
、
消
防
団
の
管
理
事
務
に
関
し
て
は
、
構
成
市
町
村
が
個
々
に
行
う
パ
タ
ー
ン

を
形
式
上
は
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
実
際
は
個
々
の
市
町
村
エ
リ
ア
の
消
防
署
や
分
署
の
職
員
を
併
任
発
令
で
、
市
町
村
の
消
防

担
当
課
職
員
と
し
て
、
消
防
職
員
に
消
防
団
管
理
事
務
を
行
わ
せ
る
と
い
う
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
方
式
を
採
用
し
て
い
る
（
図

表
13
）。
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こ
れ
ら
の
形
態
に
対
し
て
は
、
消
防
の
側
か
ら
は
仕
事
が
増
え
る
と
の
不
満
が
多
い
。
ま
た
災
害
時
は
消
防
長
の
指
揮
命
令
下

に
入
る
の
か
、
そ
れ
と
も
市
町
村
職
員
と
し
て
市
町
村
長
の
指
揮
命
令
下
に
入
る
の
か
不
明
確
な
点
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
消

防
署
長
は
市
町
村
の
消
防
担
当
課
課
長
と
し
て
災
害
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　

宮
古
市
以
外
の
構
成
町
村
は
、
平
成
大
合
併
を
し
な
か

っ
た
の
で
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
消
防

に
ま
わ
る
予
算
も
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
消
防
職
員
が
市
町
村
の
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
る
状

況
が
常
態
化
し
て
い
る
。

　

た
だ
田
老
分
署
、
新
里
分
署
、
川
井
分
署
は
や
は
り
宮

古
市
か
ら
併
任
発
令
を
受
け
て
い
る
が
、
宮
古
消
防
署
が

消
防
団
の
管
理
事
務
を
行
う
の
で
、
消
防
職
員
の
身
分
で

普
段
の
訓
練
等
や
、
災
害
時
の
指
揮
命
令
を
行
う
だ
け
で

良
い
。
他
の
消
防
署
や
分
署
職
員
も
、
市
町
村
職
員
の
身

分
で
は
消
防
団
管
理
事
務
を
行
う
が
、
消
防
職
員
の
身
分

で
は
消
防
団
の
訓
練
や
指
揮
命
令
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
構
成
市
町
村
の
中
で
も
、
多
少
形
式
が
異
な
り
、

宮
古
市
の
場
合
は
市
か
ら
一
人
だ
け
主
任
ク
ラ
ス
の
事
務

職
員
を
宮
古
消
防
署
に
設
置
さ
れ
た
消
防
対
策
課
の
方
に

図表12　宮古市の消防体制（宮古地区広域行政組合HP）
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田野畑村

宮　古　市

山　田　町

田野畑分署

岩泉消防署

田老分署

新里分署

川井分署

山田消防署

消防本部

宮古消防署
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送
り
、
消
防
団
管
理
事
務
に
関
し
て
は
そ
の
主
任
が
行
っ

て
い
る
。
他
地
域
は
、
消
防
団
管
理
事
務
を
消
防
職
員
が

町
村
職
員
の
身
分
で
行
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
消
防
団
の
安

全
管
理
に
関
し
て
も
、
安
全
管
理
に
精
通
し
た
消
防
職
員

が
関
わ
る
こ
と
と
な
る
が
、
宮
古
市
に
お
い
て
は
他
地
域

と
異
な
り
安
全
管
理
に
は
精
通
し
て
い
な
い
事
務
職
員
が

消
防
団
の
安
全
管
理
も
行
っ
て
い
た
点
に
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
水
門
管
理
・
整
備
事
務
は
、
前
述
の
通
り
本
来
消

防
団
の
任
務
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
地
域
に
お
い

て
は
、
県
か
ら
市
町
村
が
水
門
の
管
理
・
整
備
事
務
を
委

託
し
、
各
地
域
の
消
防
団
と
契
約
を
結
び
長
年
消
防
団
に

任
務
外
の
水
門
管
理
・
整
備
事
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
常
態

化
し
て
き
た
。
宮
古
市
に
関
し
て
は
、
水
門
管
理
の
安
全

リ
ス
ク
の
判
断
は
市
主
導
（
安
全
管
理
に
精
通
し
て
い
な

い
事
務
職
員
）
が
行
い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
消
防
職
員
等

の
専
門
家
が
入
る
余
地
は
無
か
っ
た
。

図表13　宮古地区広域行政組合の消防団管理体制
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②
宮
古
市
の
消
防
団
管
理

　

宮
古
市
は
宮
古
消
防
署
（
図
表
14
）
の
他
に
、
三
つ
の
分
署
（
田
老
分
署
、
新
里
分
署
、
川
井
分
署
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
分
署
の
本
署
は
宮
古
消
防
署
で
あ
る
。
田
老
地
区
、
新
里
地
区
、
川
井
地
区
は
元
々
そ
れ
ぞ
れ
が
村
で
、
平
成
の
大
合
併

で
宮
古
市
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
消
防
団
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
村
役
場
に
防
災
担
当
主
事
が
居
り
消
防
団
管
理
事
務
を
行
っ
て
い

た
が
、
現
在
は
宮
古
市
の
消
防
団
に
一
本
化
さ
れ
、
消
防
団
管
理
事
務
は
宮

古
消
防
署
が
市
か
ら
の
併
任
発
令
で
、
署
員
が
す
べ
て
宮
古
市
消
防
対
策
課

職
員
の
身
分
と
な
り
形
式
上
は
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
実
際
は
、

一
人
だ
け
市
の
職
員
が
宮
古
消
防
署
の
方
に
消
防
防
災
課
の
主
任
と
し
て
出

向
き
、
消
防
団
管
理
事
務
を
行
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
宮
古
消
防
署
で
は
消
防

署
長
が
消
防
対
策
課
課
長
と
し
て
、
議
会
や
防
災
主
管
課
長
会
議
等
に
出
席

す
る
が
、
実
際
の
消
防
団
の
管
理
事
務
（
施
設
、
装
備
等
か
ら
予
算
、
安
全

管
理
ま
で
）
等
は
、
市
か
ら
来
た
主
任
に
任
せ
て
い
る
。

　

水
門
の
あ
る
田
老
分
署
は
、
消
防
団
管
理
事
務
や
安
全
管
理
に
は
ほ
と
ん

ど
関
わ
っ
て
い
な
い
。
通
常
の
訓
練
や
、
実
働
時
の
指
揮
命
令
の
み
関
わ
る

か
た
ち
と
な
る

（
（（
（

。

　

田
老
地
区
の
消
防
団
は
、
宮
古
消
防
署
の
管
理
下
に
あ
る
の
で
、
本
来
宮

古
消
防
署
の
指
揮
命
令
下
に
入
っ
て
行
動
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
実
際
は
田

図表14　宮古消防署（撮影：永田）
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老
分
署
の
指
揮
命
令
下
で
行
動
す
る
。
水
門
管
理
事
務
は
、
本
来
消
防
団
の
任
務
で
は
な
い
が
、
県
か
ら
市
が
委
託
さ
れ
、
市
が

消
防
団
長
と
契
約
を
結
び
契
約
金
を
払
い
行
っ
て
貰
う
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
。
つ
ま
り
宮
古
市
で
は
、
水
門
の
あ
る
田
老
地

区
の
消
防
団
の
安
全
管
理
は
、
地
元
の
田
老
分
署
の
消
防
職
員
で
は
な
く
、
宮
古
消
防
署
に
常
駐
し
て
い
る
宮
古
市
の
一
般
職
員

が
実
施
し
て
い
た

（
（（
（

。

　

③
山
田
町
、
岩
泉
町
の
消
防
団
管
理

　

本
地
域
の
常
備
消
防
は
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
と
い
う
広
域
行
政
で
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
非
常
備
消
防
で
あ
る
消
防
団
の
管
理
事
務
は
個
々
の

構
成
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
実
際
は
個
々
の
市
町
村
の
消
防

署
や
消
防
分
署
（
分
署
で
消
防
団
管
理
事
務
を
行
っ
て
い
る
の
は
田
野
畑
分

署
の
み
）
が
消
防
団
の
管
理
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
田
消
防
署
（
図
表
15
）、
岩
泉
消
防
署
（
図
表
16
）
は
併
任
発
令
で
署

員
が
山
田
町
、岩
泉
町
の
消
防
防
災
課
職
員
の
身
分
で
消
防
団
管
理
事
務
や
、

そ
れ
に
関
わ
る
議
会
対
策
事
務
等
を
行
っ
て
い
る

（
（（
（

。

　

④
田
野
畑
分
署

　

一
方
、
田
野
畑
分
署
（
図
表
17
）
は
多
少
他
市
町
と
異
な
っ
て
い
る
。
分

署
員
は
、
併
任
発
令
で
や
は
り
田
野
畑
村
の
消
防
防
災
担
当
課
（
消
防
防
災

図表15　山田消防署（撮影：永田）
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課
）の
職
員
の
身
分
を
消
防
職
員
の
身
分
と
併
任
し
て
い
る
が
、課
長
は
村
の
総
務
課
長
が
兼
務
し
、分
署
長
は
そ
の
部
下
と
な
る
。

　

田
野
畑
分
署
で
は
、
通
常
か
ら
「
村
の
仕
事
が
八
割
、
組
合
の
仕
事
が
二
割
」
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
田
野

畑
分
署
長
の
み
は
消
防
防
災
課
長
の
部
下
と
な
る
の
で
命
令
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
、
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
の
組
合

分
担
金
は
人
件
費
の
み
で
、
そ
の
他
の
装
備
、
施
設
等
に
関
わ
る
す
べ
て
の
予
算
は
個
々
の
市
町
村
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
結
果
、
市
町
村
か
ら
の
仕
事
の
依
頼
を
断
れ
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る

（
（（
（

。

図表16　岩泉消防署（撮影：関西大学社会安全学部消防・
防災行政研究室）

図表17　田野畑分署（撮影：永田）
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（
３
）
事
例
2
（
釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
）

　

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
（
図
表
18
）
は
、
釜
石
市
、
大
槌
町
を
構
成
市
町
と
す
る
一
部
事
務
組
合
で
、
消
防
事
務
を
共

同
処
理
し
て
い
る
。
し
か
し
形
式
上
消
防
団
事
務
は
、
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
同
様
、
個
々
の
市
町
で
行
っ
て
い
る
。

　

釜
石
市
の
場
合
、
消
防
団
管
理
事
務
を
行
っ
て
い
る
危
機
管
理
監
消
防
課
は
、
市
役
所
で
は
な
く
消
防
署
（
本
部
）
に
置
か
れ

て
い
る
。
消
防
本
部
職
員
が
市
職
員
と
併
任
で
消
防
団
管
理
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。
予
算
要
求
作
業
も
行
っ
て
い
る
。

　

水
門
の
管
理
事
務
は
、
県
の
事
務
を
市
が
受
託
し
、
各
分
団
と
市
が
消

防
課
を
通
さ
ず
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
水
門
の
検
査
、
そ
の
他
の
事
務
内

容
で
報
奨
金
も
出
て
い
る
。
消
防
団
以
外
の
団
体
が
契
約
を
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
水
門
の
管
理
事
務
は
、
消
防
団
の
本
来
的
な
事
務
で
は
な
い

が
、
以
前
か
ら
や
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
も
の
は
海
と
河
川
の
水
門
管

理
事
務
の
み
で
あ
る
。

　

現
在
の
団
長
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
も
、
遺
体
の
搬
送
を
団
の
本
来

事
務
で
は
な
い
の
で
、
実
施
を
躊
躇
し
た
ぐ
ら
い
で
、
消
防
組
織
法
に
定

め
ら
れ
た
消
防
団
事
務
の
範
囲
を
厳
格
に
守
っ
て
い
る
。

　

一
五
分
ル
ー
ル
が
、
宮
古
市
田
老
地
区
の
よ
う
に
な
か
っ
た
の
で
、
消

防
団
員
は
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
よ
う
と
し
て
、
現
場
に
留
ま
り
命

を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　

一
か
月
か
一
か
月
半
に
一
度
、
消
防
団
会
議
が
あ
り
、
団
員
と
の
意
見

図表18　釜石消防署（撮影：永田）
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交
換
を
行
っ
て
い
る
。
市
の
消
防
団
担
当
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
消
防
団
の
意
見
を
予
算
要
求
に
反
映
し
て
い
る
。
安
全
管
理

に
関
し
て
は
、
管
理
す
る
常
備
消
防
側
で
あ
る
程
度
行
っ
て
い
る
。
装
備
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
を
こ
れ
か
ら
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

消
防
学
校
に
い
っ
て
く
れ
る
団
員
が
少
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
が
、
交
通
費
も
謝
礼
も
出
な
い
の
で
、
仕
方
が
な
い
部
分
も
あ

る
（
（（
（

。

　
（
４
）
問
題
の
本
質

　

こ
れ
ら
現
地
調
査
か
ら
、
宮
古
市
の
よ
う
に
中
に
は
、
素
人
の
市
町
村
職
員
が
消
防
団
の
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
が

あ
る
こ
と
や
、
装
備
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
両
面
で
、
現
場
活
動
の
専
門
家
の
加
わ
る
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
が
無
い
こ
と
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
素
人
の
事
務
吏
員
が
そ
れ
ら
の
意
思
決
定
も
行
っ
て
い
る
こ
と
。
消
防
組
織
法
に
定
め
ら
れ
た
消
防
団
事
務
で
は

な
い
危
険
な
水
門
管
理
事
務
を
、
消
防
団
は
孫
請
け
で
や
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

問
題
な
の
は
、市
町
村
が
タ
ダ
で
都
合
良
く
使
え
る
組
織
と
し
て
消
防
団
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
消
防
団
の
活
用
の
際
、

危
険
性
へ
の
十
分
な
考
慮
が
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
市
町
村
職
員
は
安
全
管
理
に
関
し
素
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
場

活
動
の
専
門
家
で
あ
る
消
防
職
員
が
関
わ
る
プ
ロ
セ
ス
が
な
い
地
域
が
あ
る
。
一
方
、
消
防
団
内
に
も
安
全
管
理
の
専
門
家
が
不

在
で
、
自
分
達
の
活
動
が
如
何
に
危
険
か
と
い
う
認
識
が
な
い
。
素
人
が
素
人
を
管
理
す
る
と
い
う
危
険
性
認
識
能
力
の
欠
如
が

見
受
け
ら
れ
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
次
に
考
え
た
い
。
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四　

解
決
策
の
模
索

　

１　

国
内
の
事
例

　

前
述
の
通
り
過
去
の
事
例
で
あ
る
が
、
昭
和
五
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
常
設
消
防
団
部
が
全
国
的
に
存
在
し
、
数
名
の
常
勤
消

防
団
員
が
在
籍
し
て
、
消
防
団
の
安
全
管
理
を
含
め
た
管
理
事
務
を
団
内
で
行
っ
て
い
た
。
常
勤
消
防
団
員
は
、
消
防
学
校
を
出

て
お
り
、
あ
る
程
度
の
安
全
管
理
の
専
門
性
を
有
し
て
い
た
。

　

常
備
化
率
の
向
上
と
共
に
、
常
設
消
防
団
部
廃
止
さ
れ
常
設
消
防
の
中

に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
を
契
機
に
、
消
防
団
は

自
立
性
を
喪
失
す
る
。
消
防
団
員
数
の
減
少
も
、
こ
れ
以
降
始
ま
る
。
ド

イ
ツ
は
先
進
国
で
最
大
の
消
防
団
員
数
（
一
〇
六
万
人
）
を
保
有
し
て
い

る
が
、
常
勤
消
防
団
員
も
い
る
。
財
政
上
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
常
勤

消
防
団
員
の
再
配
置
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
注
目
す
べ
き
な
の
が
、非
常
備
町
村
の
消
防
団
管
理
方
法
で
あ
る
。

全
国
の
市
町
村
の
〇
・
四
％
、
三
〇
程
の
町
村
は
い
ま
だ
常
備
消
防
が
無

く
、
消
防
団
が
地
域
の
唯
一
の
消
防
力
で
あ
る
。
中
山
間
地
域
や
離
島
に

多
い
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
消
防
団
活
動
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
常

備
化
さ
れ
た
地
域
と
比
較
し
て
、
消
防
団
管
理
の
方
法
に
独
特
な
工
夫
が

図表19　家島の消防団詰所（撮影：永田）
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み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
町
村
役
場
の
消
防
関
係
職
員
（
消
防
防
災
に
関
わ
る
市
町
村
の
一
般
職
員
）
が
消
防
団
の
管
理
事
務

を
実
施
（
安
全
管
理
を
含
む
）
し
、
消
防
団
員
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
消
防
関
係
職
員
は
、
都
道
府
県
の
消
防
学

校
や
国
の
消
防
大
学
校
で
、
専
門
的
研
修
、
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

　

例
え
ば
兵
庫
県
姫
路
市
家
島
は
、
二
〇
〇
六
年
姫
路
市
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
ま
で
は
、
非
常
備
地
域
（
旧
家
島
町
）
で
あ
っ
た
。

離
島
地
域
で
あ
る
。
実
質
、
救
急
搬
送
ま
で
消
防
団
が
行
っ
て
い
た
。
消
防
関
係
職
員
が
、
消
防
団
を
兼
務
し
、
消
防
団
の
管
理

事
務
を
実
施
、
本
来
事
務
以
外
の
事
務
も
消
防
関
係
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
た

（
（（
（

。

　

２　

海
外
の
ケ
ー
ス

　
（
1
）
タ
イ
の
事
例

　

海
外
の
事
例
を
見
る
と
、
タ
イ
は
、
消
防
、
救
急
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ま

で
民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
組
織
が
行
っ
て
い
る
。
行
政
組
織
と
は
競
争
関
係

（
（（
（

で
、
自
立
性
も
高
い
。
組
織
の
管
理
事
務
や
、
安
全
管
理
も
自
組
織
内

で
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
わ
が
国
の
場
合
、
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
や
救
急
技
術
は
行
政
が
独

占
し
、
民
間
組
織
が
学
ぶ
場
が
無
い
が
、
タ
イ
の
場
合
民
間
団
体
が
主

催
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
研
修
、
救
急
研
修
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら

専
門
的
技
術
を
民
間
人
で
も
学
べ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

図表20　タイの民間レスキュー（撮影：武蔵野大学消防・
防災行政研究会）
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（
2
）
台
湾
の
事
例

　

台
湾
の
義
勇
消
防
団
（
図
表
21
）
は
、
日
本
の
統
治
時
代
に
導
入
さ
れ
た
消
防
団
制
度
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
そ
の
後
独
自
に
発

展
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
前
の
消
防
団
の
組
織
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
た
め
、
管
理
事
務
、
安
全
管
理
も
自
組
織
内
で
実
施

し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
消
防
団
制
度
と
の
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
活
動
範
囲
が
極
め
て
広
い
こ
と
で
あ
る
。
消
防
の
み
な
ら
ず
、
救
急
、

レ
ス
キ
ュ
ー
、
災
害
出
動
等
も
行
う
。
た
だ
、
す
べ
て
の
活
動
を
普
段
別
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
団
員
が
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

特
化
し
た
組
織
に
分
か
れ
て
い
る

（
図
表
22
）。
例
え
ば
鳳
凰
志
工
隊

は
、
救
急
活
動
を
消
防
職
員
と
一

緒
に
実
施
す
る
部
隊
で
あ
る
。
ま

た
民
間
救
急
援
助
隊
は
、
一
応
義

勇
消
防
団
の
中
に
分
類
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
民
間
組
織

で
行
政
か
ら
の
自
立
性
も
高
い
組

織
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
時
の
被

災
者
救
助
活
動
が
、
主
な
活
動
で

あ
る

（
（（
（

。

図表21　台湾の消防団詰所（撮影：永田）

図表22　台湾の消防団組織
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六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
行
政
の
消
防
団
管
理
の
現
状
と
課
題
に
主
に
着
目
し
、
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、
ま
と
め
た
い
。

　

消
防
団
管
理
事
務
を
市
町
村
が
行
う
よ
う
に
な
る
過
程
で
、
消
防
団
の
自
立
性
が
失
わ
れ
、
市
町
村
の
下
請
け
組
織
化
し
た
。

と
こ
ろ
が
消
防
団
管
理
事
務
を
実
施
す
る
市
町
村
の
担
当
者
も
、
安
全
管
理
等
に
関
し
て
は
、
素
人
で
あ
る
。
消
防
団
管
理
を
行

う
市
町
村
の
専
門
知
識
不
足
か
ら
、
装
備
、
訓
練
の
近
代
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
消
防
団
の
訓
練
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
操
法
は
、
お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
の
大
正
時
代
に
導
入
さ
れ
た
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
形
を
変
え
ず
に
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る

（
（（
（

。

危
険
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　

現
在
、
消
防
団
員
数
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
女
性
消
防
団
員
を
増
や
す
試
み
や
、
機
能
別
団
員
、

機
能
別
分
団
制
度
で
特
定
の
活
動
の
み
に
特
化
し
た
消
防
団
員
や
分
団
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

女
性
消
防
団
員
は
、
主
に
広
報
、
防
災
教
育
の
活
動
が
主
で
あ
る
。
ま
た
機
能
別
団
員
、
機
能
別
分
団
も
消
防
団
入
団
の
ハ
ー
ド

ル
を
低
く
し
て
人
を
集
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
消
防
団
活
動
の
質
の
確
保
・
向
上
よ
り
も
消
防
団
員
数
の
確
保
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
図
表
23
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
消
防
団
員
数
が
減
少
し
た
と
言
え
ど
も
、
わ
が
国
の
消
防
団
員
の
整
備
状
況
（
消

防
団
員
一
人
当
た
り
の
国
民
数
）
は
、
先
進
国
間
で
見
て
も
ド
イ
ツ
に
続
い
て
二
位
で
あ
る
。
一
位
の
ド
イ
ツ
は
、
常
備
化
が
都

市
部
に
限
定
さ
れ
地
方
は
消
防
団
に
消
防
力
を
依
存
す
る
側
面
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
消
防
の
常
備
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

消
防
団
員
を
確
保
し
て
い
る
の
は
先
進
国
で
も
他
に
例
が
無
く
、
奇
跡
的
な
こ
と
と
い
え
る
。

　

消
防
団
員
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
が
、
活
動
の
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
消
防
団
管
理
方
法
の
専
門
化
、
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高
度
化
が
求
め
ら
れ
る
。
行
政
の
都
合
の
良
い
労
働
力
と
し
て
使
わ
れ

な
い
た
め
に
も
、
本
来
は
団
内
で
消
防
団
管
理
事
務
を
安
全
管
理
も
含

め
実
施
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
現
実
に
は
他
に
仕
事
を
持
つ
一
般
の

消
防
団
員
が
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

今
後
、
常
勤
消
防
団
員
の
再
配
置
や
市
町
村
職
員
の
団
員
化
・
一
体

化
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
人
材
を
消
防
学
校
、
消
防

大
学
校
に
派
遣
し
、
団
管
理
事
務
、
安
全
管
理
事
務
の
専
門
性
を
身
に

付
さ
せ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
消
防
団
活
動
の
範
囲
を
、
レ
ス
キ
ュ
ー
や
大
規
模
災
害
時
の
派

遣
活
動
等
に
拡
大
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
台
湾
の
事
例
に

倣
い
、
そ
の
専
門
性
に
特
化
し
た
部
隊
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
消
防
団

は
、
水
防
団
も
兼
ね
て
お
り
、
更
に
新
た
な
任
務
を
課
す
の
は
困
難
で

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
研
究
上
の
問
題
関
心
の
下
で
、
関
西
大
学
社
会
安
全
学

部
消
防
・
防
災
行
政
（
永
田
）
研
究
室
が
社
会
実
験
的
な
試
み
と
し
て

創
設
し
た
の
が
、
社
会
安
全
隊
で
あ
る
（
図
表
24
）。
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
、
公
務
員
志
望
の
学
生
達
を
中
心
に
し
た
、
学
生
制
服
組
織
で

あ
る
。
関
西
大
学
の
公
認
組
織
で
は
な
く
、
学
外
組
織
で
あ
る
。
今
年

4500
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1500

1000

500

0
0 100 200 300 400 500 600 700 800

ドイツ
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アメリカ

日本
フィンランド

オランダ

図表23　消防職員一人当たりの国民数×消防団員一人当たりの国民数
（備考：各国統計より作成）
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度
中
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

現
在
、
一
五
〇
名
程
の
学
生
（
関
西
大
学
部
隊
一
一
〇
名
、
大
阪
学
院
大
学
部
隊
四
〇
名
程
）
が
所
属
し
、
更
に
他
大
学
に
拡

大
中
で
あ
る
。
全
国
の
大
学
に
部
隊
を
拡
大
し
、
一
万
人
規
模
に
一
〇
年
で
す
る
の
が
目
標
で
あ
る
。

　

社
会
安
全
隊
の
目
的
は
、
消
防
の
み
な
ら
ず
レ
ス
キ
ュ
ー
や
救
急
、
防
犯
、
国
民
防
衛
の
た
め
の
専
門
的
知
識
、
専
門
的
技
術

を
隊
内
に
蓄
積
、
拡
大
生
産
し
、
一
般
に
広
め
て
い
く
こ
と
と
、
大
規
模
災
害
時
の
災
害
派
遣
活
動
で
行
政
組
織
の
補
完
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
各
種

専
門
的
技
術
の
訓
練
を
定
期
的
に
行
う
（
図
表
25
、
26
）
と
共
に
、
毎

週
二
回
体
力
錬
成
と
礼
式
教
練
、
消
防
ポ
ン
プ
の
操
法
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
（
図
表
27
）。
ま
た
高
槻
警
察
署
の
公
認
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

と
し
て
、
各
種
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
手
伝
い
、
地
域
の
防
災
訓
練

の
お
手
伝
い
等
も
実
施
し
て
い
る
。
昨
夏
は
、
台
風
で
浸
水
被
害
に
遭

っ
た
、
京
都
府
宇
治
市
に
災
害
派
遣
を
行
っ
た
（
図
表
28
、
29
）。

　

社
会
安
全
隊
は
、
消
防
団
で
も
自
主
防
災
組
織
で
も
な
い
。
第
三
の

防
災
住
民
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
が
、
行

政
の
指
揮
命
令
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
安
全
隊
は

行
政
機
関
と
良
好
な
協
力
関
係
は
保
持
し
つ
つ
も
、
独
自
の
指
揮
命
令

系
統
の
下
社
会
活
動
を
行
う
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。
独
自
の
礼
式
と

図表24　社会安全隊（撮影：関西大学社会安全学部消防・
防災行政研究室）
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図表25　宝塚市消防署でのロープ渡過訓練（チロリアン渡過）（撮影：社会安全隊） 

図表26　宝塚消防署でのロープ登はん訓練（撮影：社会安全隊）  
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図表 27　体力錬成（撮影：社会安全隊）

図表28　京都府宇治市への災害派遣（撮影：社会安全隊）
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図表29　床下の泥を除去するため床を外す作業をする社会安全隊員
 （撮影：社会安全隊）

政策部門
議長

議長代行
行政学
研究会

内務局 外務局 企画局 広報局 拡大推進局

財務課 自衛隊課

隊員課 消防課

NPO対策課 警察課

総務課 NPO課

ボランティア級

隊長

副隊長

第一小隊
　隊長

第一小隊

第二小隊
　隊長

第二小隊

第三小隊
　隊長

第三小隊

第四教育隊
教官

第四教育隊

隊員部門

図表30　社会安全隊の組織図
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制
服
を
制
定
し
て
い
る
。

　

組
織
は
、
政
策
部
門
（
組
織
管
理
部
門
）
と
隊
員
部
門
（
実
働
部
隊
）
に
分
か
れ
て
い
る
（
図
表
30
）。
政
策
部
門
は
、
組
織

管
理
を
実
施
し
活
動
方
針
を
決
定
す
る
部
門
で
、
一
般
公
務
員
志
望
の
学
生
が
多
く
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
。
現
在
四
〇
名
程
の

学
生
が
各
局
に
配
属
さ
れ
、
様
々
な
事
務
を
実
施
し
て
い
る
。

　

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
か
ら
は
、
有
力
な
リ
ク
ル
ー
ト
源
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。
採
用
試
験
で
も
有
利
に
な
る
の
で
、

学
生
達
の
側
に
も
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
組
織
で
あ
る

（
（（
（

。

　

注
（
1
）　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
死
者
の
多
く
は
１
階
に
寝
て
い
た
高
齢
者
で
あ
る
。
足
腰
が
悪
い
の
で
、
老
人
が
一
階
に
寝
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が

裏
目
に
出
た
。

（
2
）　

神
戸
市
消
防
局
職
員
Ｏ
Ｂ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
三
年
四
月
二
六
日
）。

（
3
）　

岩
手
県
釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
釜
石
消
防
署
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
一
二
日
） 

（
4
）　

総
務
省
消
防
庁
『
平
成
二
四
年
版 

消
防
白
書
』

（
5
）　

岩
手
県
釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
釜
石
消
防
署
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
一
二
日
） 

（
6
）　

消
防
庁
『
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
消
防
団
活
動
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
』（
二
〇
一
二
年

八
月
）

（
7
）　

環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
『
東
日
本
大
震
災
時
に
お
け
る
消
防
団
活
動
の
実
態
調
査
報
告
』（
二
〇
一
一
年
八
月
）

（
8
）　

消
防
組
織
法
の
第
二
一
条
は
、「
消
防
団
員
は
、
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
消
防
事
務
に
従
事
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

（
9
）　

永
田
尚
三
「
消
防
組
織
（
主
に
消
防
団
）
の
防
犯
活
動
へ
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
」、
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所　
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撮影：永田

武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報
第
三
号　

平
成
二
三
年
三
月　

P105-133

（
10
）　

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
山
田
消
防
署
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日
）

（
11
）　

岩
手
県
宮
古
市
役
所
消
防
対
策
課
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
一
一
日
）

（
12
）　

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
山
田
消
防
署
及
び
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
岩
泉
消
防
署
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
三
年
三
月

二
六
日
）

（
13
）　

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
宮
古
消
防
署
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
二
日
）

（
14
）　

岩
手
県
釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
釜
石
消
防
署
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
二
〇
一
二
年
九
月
一
二
日
）

（
15
）　

兵
庫
県
姫
路
市
家
島
で
は
、
道
路
が
狭
く
軽
四
し
か
走
行
で
き
な
い
の
で
、
国
に
規
制
緩
和
を
し
て
も
ら
い
、
わ
が
国
で
唯
一
の
軽
四
の

救
急
車
を
本
地
域
で
運
用
し
て
い
る
。

（
16
）　

タ
イ
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
の
津
波
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
行
政
が
消
防
を
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
。
都
市
部
で
行
政
の
消
防
組
織
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

本
災
害
後
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ま
だ
歴
史
が
浅
く
、
レ
ス
キ
ュ
ー
、

救
急
は
、
民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
組
織
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
写
真
は
、

行
政
の
消
防
機
関
と
民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
の
合
同
訓
練
で
の
、
行
政
の
消
防
機

関
の
消
火
訓
練
風
景
で
あ
る
。
防
火
服
も
着
用
せ
ず
、消
火
を
行
っ
て
い
る
。

安
全
管
理
の
基
本
も
出
来
て
い
な
い
と
、
民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
は
批
判
し
て
い

た
。

（
17
）　

永
田
尚
三
「
住
民
救
急
の
研
究
―
タ
イ
・
台
湾
の
事
例
か
ら
わ
が
国
へ
の
導

入
可
能
性
を
考
え
る
」
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
学
部
紀
要
⑶
、55-73, 2011
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（
18
）　

操
法
の
原
型
は
、
関
東
大
震
災
後
に
消
防
装
備
の
機
械
化
が
進
ん
だ
時
代
に
、
導
入
さ
れ
た
。
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
を
機
械
的
に
行
え
る

よ
う
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
的
に
訓
練
す
る
。
最
短
の
時
間
で
、
安
全
性
も
確
保
し
な
が
ら
消
防
ポ
ン
プ
を
操
作
す
る
技
術
を
獲
得
さ

せ
る
手
法
と
し
て
は
、
大
変
合
理
的
な
教
育
方
法
で
あ
る
。
た
だ
近
年
の
操
法
大
会
等
を
見
る
と
、
線
か
ら
一
セ
ン
チ
ず
れ
た
か
ら
減
点

と
い
っ
た
感
じ
で
、
形
式
化
し
た
部
分
も
あ
る
。
常
備
消
防
が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
等
の
最
新
の
実
践
的
技
術
を
日
常
的
訓
練
で
習
得
し
て
い

る
の
と
、
あ
ま
り
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

（
19
）　
社
会
安
全
隊
の
ツ
イ
ッ
タ
ーhttps://tw

itter.com
/SSU

ovo

、H
P https://syakaianzentai.w

eb.fc2.com
/

、
ブ
ロ
グhttp://

anzentai.blog.fc2.com
/

※
本
研
究
は
社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（RIST

EX

）
の

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
社
会
技
術
研
究
開
発
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
境
防
災
総
合
政
策
研

究
機
構
環
境
・
防
災
研
究
所
が
獲
得
し
た
助
成
金
の
一
部
を

使
っ
て
実
施
し
た
調
査
研
究
を
、論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
テ
ー
マ
で
、
平
成
二
五
年
度
（
二
〇
一
三
年
度
）
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
を
獲
得
し
た
。
今
後
、
研
究
の
精
緻
化
を
図

り
た
い
。

撮影：永田


